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貯穀害虫の被害を防ぐ米

技術の特徴
・アビジンは鶏卵に含有されるタンパク質である。
・アビジンタンパク質をコードする遺伝子をイネに導入。
・発現効率を高めるため、使用頻度の高いコドンを選択して遺伝子を合成。
・この合成遺伝子を導入した形質転換イネは優れた害虫抵抗性を持つ。
・アビジンは、炊飯など加熱処理により失活する。

研究の内容

今後の展開
開放系への展開を目指して、基礎的なデータを収集している。
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バイオ

－卵白タンパク質アビジンを生産させた害虫抵抗性の米－
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幼虫の生存頭数 体重(mg)

２週間後 ４週間後 ２週間後

アビジン米粉 2(10%) 0 (0%) 0.130 
対照米粉 18(90%) 16 (80%) 0.434 

ウェスタン解析によるアビジンの検出

a: SDS-PAGE, b: ウェスタンブロッティング解析

１：アビジンイネ玄米 ２：対照玄米 ３：アビジンイネ葉
４：対照イネ葉 ５：鶏卵アビジン

1 2 3 4 51 2 3 4

66

36
45

24
20

14

kDa
66

36
45

24
20

14

kDa

a b

バクガの飼育試験

アビジン米を餌として飼
育すると成虫は出現せ
ず、死滅した(n=30)。

ヒラタコクヌストモドキの飼育試験

アビジン米粉を餌として飼育すると成虫は出現せず、死滅した(n=20)。

Nos-pro    Nos-ter Nos-ter Nos-ter Nos-ter

RB NPT II        SAR    GluB-1 amyl-avidin      35S intron-GUS      35S HPT         SAR LB

形質転換に使用したバイナリーベクター

GluB-1プロモーターの下流にアビジン遺伝子を結合し、種子でアビジン
が蓄積するように設計した。

試験区

アビジン米

対照米
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